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2年連続でベスト・アドバタイザーを受賞したのは?

ー 2023年度CM好感度ランキングを発表 ー
CM総合研究所（東京都千代田区 代表・関根心太郎）は、2023年度のCM好感度No.1企業を

 「ベスト・アドバタイザー」として発表するとともに、企業別CM好感度、
および躍進企業とCM好感度の獲得効率のランキングを発表いたします。

ニュースリリース
報道関係各位

■日本マクドナルドが 2年連続のベスト・アドバタイザー
　自己最高スコアを更新し企業別 CM好感度総合1位に

　2023年度にCMを放送した全2601社のうち、日本マクドナルド（全43銘

柄、114作品）が2年連続のCM好感度総合1位に輝いた。伊藤沙莉とKing 

Gnuの井口理がダンスをする『三角チョコパイ』のCMをはじめ、広瀬すず出演の

『McCafé®』、家族の日常を描く企業CMなど年間を通して多彩なCMをオンエ

ア。注目度の高いキャスティングや季節感のある表現が奏功し、同社として自己

最高のCM好感度を記録した。

　総合2位となった日清食品も自己最高スコアを獲得。『強風オールバック』の

MVをリメイクした『カップヌードル シーフード』、『PERFECT HUMAN』の替え歌で展開した『チキンラーメン』といった

SNSのヒットコンテンツや過去のヒット曲、コミカルなアニメなどを用いた中毒性の高いクリエイティブで話題を集め、若年

層を中心に支持された。昨年からランクアップしてトップ3入りしたサントリーは、大泉洋と広瀬すず出演の『ザ・プレミアム・

モルツ』をはじめ、山﨑賢人や上白石萌音らを起用した新商品の『サントリー生ビール』がヒットした。

日本マクドナルド／三角チョコパイ
「黒とザクザクミルクキャラメル」篇

2023年度のCM展開（東京キー5局）:2601社／6532銘柄／13742作品

集計期間:2023年4月度〜2024年3月度(2023年3月20日〜2024年3月19日) 

関東1都6県在住の一般モニター男女3000人の「月例CM好感度調査」の12カ月分より集計

「躍進企業」部門：CM好感度で総合200位以内に入った企業のうち、前年度のCM好感度を上回り、かつ総合順位が100ランク以上

　　　　　　　　  アップした企業、もしくは本年度にCMを開始または再開した企業（合併・統合で新たに誕生した企業を除く）

「効率企業」部門：CM好感度で総合200位以内に入った企業のうち、オンエア100回当たりで獲得したCM好感度（＝効率）が高い順にランキング

順位（前年） 企業名 代表銘柄名 CM好感度 放送回数

1（ １ ） 日本マクドナルド 三角チョコパイ 2762.7 P‰ 19268 回

2（ ２ ） 日清食品 カップヌードル 2723.3 P‰ 8569 回

3（ ８ ） サントリー ザ・プレミアム・モルツ 1574.0 P‰ 22207 回

4（ ３ ） 花王 アタックZERO 1446.7 P‰ 26139 回

5（ ５ ） Ｐ＆Ｇ ボールド 1412.7 P‰ 20422 回

6（１０） キリンビール 一番搾り 1047.3 P‰ 14639 回

7（ ６ ） アサヒビール アサヒ生ビール 1020.0 P‰ 12946 回

8（１２） ソフトバンク SoftBank 984.7 P‰ 15931 回

9（ ７ ） 任天堂 スーパーマリオブラザーズワンダー 782.0 P‰ 3477 回

10（１１） サントリー食品インターナショナル ボス 760.7 P‰ 10553 回

【2023年度 企業別CM好感度トップ10】



　CM好感度の獲得効率が最も高かった企業は2年連続で日清紡ホールディン

グス。「♪ニッシンボー」などと歌うハシビロコウやクオッカをフルCGで描く企業広

告「歌おう！ニッシンボー」シリーズが好調で、効率よくCM好感度を獲得した。

　2位は山田涼介の出演CMがヒットしたサーティワン、 3位は“キウイブラザーズ”

が登場する『ゼスプリ キウイフルーツ』のCMが好調のゼスプリ インターナショナ

ル ジャパンとなった。4位は大地真央と今野浩喜が共演するCMシリーズが好調

のアイフルで、人気シリーズを展開する企業が上位を占めた。

日清紡ホールディングス／イメージアップ

「歌おう！ ニッシンボー：ハシビロコウ」篇

【2023年度 企業別CM好感度 獲得効率トップ10】
獲得効率順位
（総合順位）

OA100 回当たり
のCM好感度（P） 企業名 代表銘柄名 CM 好感度 放送回数

1     （116） 67.1P 日清紡ホールディングス イメージアップ 92.7 P‰ 207 回

2 （ 77 ） 59.6P サーティワン 来店促進 124.7 P‰ 314 回

3 （ 48 ） 54.0P ゼスプリ インターナショナル ジャパン ゼスプリ キウイフルーツ 205.3 P‰ 570 回

4 （ 51 ） 52.1P アイフル 知名度アップ 198.7 P‰ 572 回

5 （ 76 ） 48.1P 新生フィナンシャル レイク 128.0 P‰ 399 回

6 （ 2 ） 47.7P 日清食品 カップヌードル 2723.3 P‰ 8569 回

7 （190） 37.2P レダ プチシルマ 46.7 P‰ 188 回

8 （ 9 ） 33.7P 任天堂 スーパーマリオブラザーズワンダー 782.0 P‰ 3477 回

9 （ 38 ） 29.5P 日清ヨーク ピルクル 241.3 P‰ 1226 回

10  （155） 25.4P サントリーホールディングス イメージアップ 69.3 P‰ 410 回

躍進
順位

総合順位
（前年順位） 企業名 代表銘柄名 CM 好感度 放送回数

1 27（ 233 ） 三菱自動車 デリカミニ 324.7 P‰ 8538 回

2 43（ 187 ） ＲＩＺＡＰ チョコザップ 231.3 P‰ 4480 回

3 70（ 170 ） にしたんクリニック 来院促進 138.7 P‰ 891 回

4 75（ 221 ） ほけんの窓口グループ ほけんの窓口 128.7 P‰ 2855 回

5 78（ ー ） インターメスティック Ｚｏｆｆ 121.3 P‰ 1030 回

6 79（ 208 ） カルビー ポテトチップス 118.7 P‰ 2178 回

7 97（ 220 ） 江崎グリコ パピコ 103.3 P‰ 2564 回

8 99（ ー ） ニデック 知名度アップ 102.0 P‰ 2283 回

9 107（ 403 ） レバテック 知名度アップ 97.3 P‰ 2215 回

10 121（ 307 ） メルカリ メルカリ 91.3 P‰ 5428 回

【2023年度 企業別CM好感度 躍進企業トップ10】

詳細は専門誌『CM INDEX』2024年5月号（5月15日発売）をご覧ください。データ使用の際は事前のご連絡をお願いいたします。
 ご質問などはCM総合研究所のホームページ（www.cmdb.jp）のお問い合わせフォームよりご連絡ください。

本年度の企業の勢いを示す躍進企業のトップは三菱自動車
自己最高スコアで初の躍進企業 No1に

　躍進企業トップは三菱自動車。コロナ禍での放送回数は2000回台と減少

傾向だったが、2022年度から徐々に回復して本年度は8538回と自己最多を数

えた。CM好感度も自己最高を更新して前年度の233位から27位へ上昇させ、

総合でも初のトップ30入り。牽引役は2023年5月に発売した『デリカミニ』で、 

「♪つぶらな瞳デリカミニ」といった『年下の男の子』の替え歌をBGMに、水川あ

さみが家族を乗せた同車を運転し、キャラクターの“デリ丸。”とともにキャンプを楽

しむCMが好評だった。2位のRIZAPは「すきま時間ジム」をコピーに『チョコザップ』のCMを展開。運動や美容ケアなど

のサービスを“ちょこっと”空いた時間でも、手軽に利用できる新しい生活習慣を提案したCMで支持を集めた。

三菱自動車／デリカミニ「デリカミニ デビュー！」篇

■本年度の企業の勢いを示す躍進企業のトップは三菱自動車  自己最高スコアで初のNo.1に

■日清紡ホールディングスがCM好感度の獲得効率 No.1  昨年に続いての連続の受賞


